
爾
雅
研
究
に
関
す
る
覚
書
一

内

容

一
、
爾
雅
注
一
縫
瀦
合
人

之
、
欝
諜
校
勘
に
際
七
て
雲
脚
脚
本
を
め
「
る
院
一
克
・
減
腐
の
交
渉

三、

ト東
漢
に
於
り
る
魯
詩
皐
授
受
の
一
斑
と
爾
難
の
所
産

問
、
郵
玄
の
静
雄
態
度
ψ

一
、
関
雅
注
融
制
一
舞
金
人

部
音
滋
の
爾
雄
定
義
に
尽
く
。

ゐ

ー幽蝋ー~

-明白..... 

ーーー串‘
回ー四日曹... 

山石

佐

貫

額
雅
都
武
仁
闘
す
る
も脂質審一一一軒

註
爾
，雑
者
。
経
典
序
録
。
有
機
魚
文
事
注
。
諾
番
多
引
作
機
群
第
念
、人
。
或
作
合
入
。
文
選
注
間
務
郭
舎
人
。
疑
「邸
一
人
也
。

丸

，，_.. 
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務
韓
併
究
に
慨
す
る
劇
活
養
三
一↓一一

o
h
 

'
Y
}
 

溺
殺
に
注
す
る
所
の
燦
矯
文
向
倍
、
場
第
合
入
、
合
入
、
郭
合
人
の
同
一
人
訟
の
是
非
に
就
い
て
は
吉
衆
よ

b
論
が
あ
る
。

馬
関
翰
所
轄
の
去
樋
山
房
韓
供
書
、
爾
雅
鍵
第
文
脇
一
色
の
僚
に
は

爾
雅
燐
魚
サ
〈
島
一
注
コ
一
保
持
。
漢
郭
合
入
撰
o
c
-
-
:
或
稿
文
襲
。
或
稽
合
人
。
要
是
一
入
、之午一一ロ
O

L
』
見
え
で
ゐ
る
。

謝
勝
田
比
の
小
島
一
考
に
は

務
昆
謂
。
主
義
合
人
及
機
筋
交
第
一
変
引
異
設
。
謹
二
説
本
出
一
人
。
正
義
中
穣
合
八
。
詩
疏
橋
一
犠
詩
文
相
場
。

一下
一
一
保
乃
主
義
援
迷
詩
疏
原
文
。

放
の
其
稀
存
。
春
秋
忠
義
爾
雅
疏
皆
然
。
非
有
婦
人
。
文
選
初
狼
蹴
注
。
前
引
郭
合
人
注
。
後
引
壌
匁
舎
人
注
。
亦
偶
、
よ
照
時
薬
師
併
存
o
b

と
あ
る
。

1 

文
銭
大
析
の
潜
研
堂
楽
院
は

礎
'
筒
亦
有
合
姓
。
是
合
大
乃
共
人
姓
名
也
。

と
述
べ
、
穏
勝
鴻
の
溺
雄
集
誌
に
は

機
骨
川
文
撃
輿
機
筋
合
人
邸
一
人
也
。

と
一
夜
ふ
。

更
に
洪
照
焼
は
讃
養
護
録
に
於
て
、

畷
撹
案
。
文
選
mm
激
減
李
諮
問
注
引
作
郭
合
入
。
西
京
雑
記
郭
威
字
文
偉
茂
俊
入
。
好
議
番
。
以
誤
溺
雑
潟
公
所
制
一穏
有
張
仲
孝
友
。
張
一
仲
笠



五
時
人
。
非
周
公
之
制
明
笑
。
疑
削
此
人
っ

と
断
じ
て
ゐ
る
ο

却
も
大
般
に
於
て
州
内
名
同
人
訟
を
執
っ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
諸
家
の
根
擦
と
な
る
も
の
は
資
に
、
陸
氏
徳
明
の
経
典
脚
伸
文
序
鍬
の

酬
明
骨
川
都
文
民
十
中
川
十
史
臣
合
人
。
決
武
帝
時
。
待
訊
一
玄
々

の
記
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

宋
予
庭
は
過
庭
録
に
論
じ
て
、

務

か
松
他
ハ
脚
伸
文
叙
録
。
繭
砕
刷
機
匁
文
忠
十
注
三
巻
。

一
一
式
機
骨
励
文
恩
一
卒
史
陸
合
人
渓
武
帝
時
待
認
。
銭
小
悠
事
大
研
一
式
。
時
間
競
有
合
投
。
謹
共
人
姓

合
名
人
。
孫
御
史
芯
組
一
式
。
案
文
選
、
初
獄
賦
注
引
郭
合
人
間
紘
一
託
。
日
疋
共
人
姓
郭
。
漢
書
東
方
朔
侮
有
幸
倍
。
郭
合
人
五
値
武
帝
時
、
笠

削
共
人
邪
。
荒
木
悦
潟
サ
〈
恩
一
卒
史
而
入
筋
合
人
。
名
則
不
可
致
失
。

潮
風
案
。
孫
対
抗
選
一
伍
餅
須
合
人
是
怠
〈
。

然
合
人
的
文
事
卒
史
。
入
伺
切
符
訴
。
非
入
筋
合
人
也
。

合
人
太
子
官
場
。
非
近
侍
官
名
。
則
朔
体
之
郭
合
人
正
一
任
繭
雅
者
。
合
入
賞
一
是
英
、名。

と
断
じ
で
あ
れ
ば
、
大
燃
に
於
て
諸
家
の
訟
は
同
一
人
た
る
に
反
し
な
い
。

只
こ
、
で
筆
者
は
現
存
の
悦
匁
文
島
一
人
託
磁
存
一
任

K
ょ
っ

τζ
れ
ら
の
問
題
を
ゐ
る
程
度
一
迄
判
定
を
試
み
様
と
思
ふ
。

印
ち
次
例
の
如
〈
こ
の
健
局
文
間
学
一
氏
乃
至
合
八
一
伍
と
所
、橋
の
も
の
に
明
に
同
一
人
の
筆
法
に
よ
ら
F
る
も
の
と
認
ゆ
ら
れ
る
も
の
を
見
出
す
の
で

爾
雑
研
究
に
闘
す
る
健
書
三
三

ゴL



爾
雅
研
究
に
闘
す
る
曲
覚
書
ヱ

め
る
。

O
調
浪
笑
数
、
戯
諺
悩
。
(
穣
一
訪
篇
)

機
筋
注
。
諺
、
戯
議
也
。
浪、

窓
明
也
。
笑
、

心
地
ポ
也
。

致
、
意
好
也
。
戯
ハ
ル
宍
)
邪
戯
也
。
一
説
笑
之
貌
也
。

4 

。
勢
来
強
事
謂
溺
川
部
勤
也
。
(
緯
討
篇
)

機
筑
波
。
鍬
刈
1

対
級
世
。
刻
一
強
事
也
。
(
一
切
経
一
音
義
各
九
・
十
一
・
十
三
所
引
v

O
供
似
共
兵
也
。

刷
依
然
注
。
共
兵
物
也
。
制
兵
事
也
。

右
の
諸
例
に
於
け
る
如
く
同
一
人
の
築
訟
で
な
く
、
市
川複
・
加
字
の
跡
が
見
ら
れ
る
a

次
に

。
備
品
川
旭
々
武
也
。

(
制
作
部
篇
)
糠
傍
一
任
。
出
国
一
首
女
皇
反
(
玉
繭
山
一
民
料
供
主
自
)

O
爽
h
A

一
綿
々
込
也
。
(
脚
伴
…引
篇
)
拠
勾
注
。
爽
失
石
反
(
玉
曲
山
一
加
料
供
書
)

の
如
き
反
切
を
合
人
一
任
に
見
得
る
こ
と
で
あ
る
。

九
四
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銭
大
研
の
十
駕
瀦
・
食
新
銀
各
五
に
よ
れ
ば

孫
叔
然
湖
爾
雅
一
菅
議
。
是
漠
末
入
。
狗
知
禰
話
至
於
貌
世
の
此
事
大
行
。
経
典
蜘
伸
文
一
式
。
孫
炎
始
矯
禰
語
。
貌
朝
以
降
漸
孫
。
張
守
節
史
認
正

議
。
鋭
秘
書
孫
炎
仏
畑
作
翻
一
音
。

と
一
疋
ふ
。
邸
ち
貌
・
孫
炎
時
代
よ
り
創
始
と
考
へ
ら
れ
る
反
切
訟
を
少
〈
と
色
渉
、
武
の
時
代
、
会
人
の
慣
用
法
と
し
て
注
中
に
挿
入
し
た
か
否
か

が
疑
は
し
い
。
未
だ
髄
十
一
ね
の
時
代
に
あ
っ
た
と
考
へ
て
良
い
。

以
上
の
所
論
に
よ

b
論
勿
〈
、
州
日
常
一
任
は
後
世
の
紋
入
柿
加
の
一
訟
の
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
所
体
乃
至
所
引
の
郭
合
人
・
礎
然
文
事
法

を
以
て
同
↓
人
の
手
訟
に
よ
ら
.5
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
森
易
に
認
め
得
る
の

而
L
て
結
局
五
口
人
は
、
現
十
代
の
資
料
で
は
郭
合
人
、
慌
篤
合
人
が
同
一
人
な
る
か
否
か
を
決
定
し
得
ぬ
が
次
の
二
項
は
少
〈
と
る
断
言
し
得
&
と

思
ふ
。

一
、
現
存
の
玉
曲
山
一
民
統
一
供
番
所
牧
の
舎
人
一
任
、
健
鴛
合
入
注
は
結
局
同
一
人
の
筆
法
院
非
ぎ
る
患
の
で
ゐ
る
Q

後
人
の
附
加
楠
入
念
み
と
め
得
る
。

二
、
郭
合
人
は
東
方
朔
と
同
時
代
の
郭
舎
人
に
非
.5
る
こ
と
。
削
ち
皮
切
の
用
法
か
ち
考
へ
で
も
、
色
少
し
時
代
を
降
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
ω

二
、
爾
雄
投
勘
民
一際

L
て
雲
.
線
院
本
を
誌
の
一ぐ
一る
院
一
冗
・
戯
庸
の
奈
渉

制
仰
雑
研
究
に
闘
す
る
礎
書

九
五



爾
雑
研
究
に
閥
す
る
使
番

(
問
料
約
篇
)

底
病
也
。
零
惚
木
作
疲
。
ハ
城
締
堂
・
奔
経
堂
叢
量
一
自
所
牧
零
惚
本
V

係
努
也
。
零
本
作
紘
。

湖
腕
也
。
零
本
作
畑
。

《
鶴
一
一
首
筋
〉

級
官
也
。
注
鮮
古
口
之
先
見
。
零
本
作
謂
・
一
一
口
之
先
見
。

(
稼
訓
篇
)

崎仰心
h
k

悦
々
勉
也
。
注
皆
目
勉
強
。
号
一
一
本
作
自
強
勉
。
(
院
元
日
。
此
常
従
雲
惚
本
V

(
終
宮
筋
)

• 

石
杭
謂
之
待
。
一
任
礎
石
水
中
以
筋
歩
波
約
也
。

•• 

震
一
惚
木
約
作
的
。
(
減
氏
自
。
常
作
約
)

(
蜘
仰
天
篇
)

奔
尽
第
九
円
約
。
雲
惚
本
作
付
。
〈
減
氏
閉
山
仰
向
作
げ
)

(
稼
業
矯
)

• 

所
以
鼓
激
。
謂
之
銭
。
一
任
刻
以
木
。
長
尺
機
之
。

よ

ー.、合

"‘ d 

九
...1.0 ，、



雲
惚
本
作
機
。

(
料
地
仙
川
)

。
.

.

.

 

百乙
HZ41uヨ弓訣
2
4
9
0
a
P
R
E
h
u
仏ヒ
O
佳
子
一
入

Z
E
R
O

F
ブ
手
4
A
u
-
-
9工
〕
山

E
4

雪一五
-
A
H
工
王

格枠1
g;h" ]干f
zf篇
零
本
作
工E・
iQTi 。

後様
相・木
1PP~ 篇

零
本
作
桁・

輿・際
空車 Jも
純篇

零
本
作
興・

唱弘

(
様
車
附
儲
胴
〉

•• 

問
鮫
皆
向
勝
。
川
崎
皆
向
首
。
零
本
作
駒
。

•• 
隙
牝
蹴
牡
管
一
~
木
作
牝
ご

雲
惣
本
を
所
蔵
せ
し
毅
・
紛
堂
と
一
審
惣
本
を
用
ひ
て
十
三
経
注
疏
校
勘
の
事
比
九
品
hJ
し
院
一
冗
の
雨
人
の
交
渉
は
一
書
誌
島
一
上
の
一
一
弾
話
た
る
粍
十
分

足
り
る
と
閉
山
ふ
。

経
絡
袋
詰
後
序
に

小
山
一
京
伯
υ

儀
徴
限
公
。
硯
製
紙
江
。
以
経
術
信
辿
っ
士
子
忠
治
経
。
必
先
週
訓
討
。
ゆ
即
発
繋
本
一
逃
虚
之
病
。
而
傍
古
以
来
。
来
有
楽
特
成
害
者
。

前
雑
研
究
に
闘
す
4
0

経書二一同一

九
七



Mm雑
併
究
に
閥
す
る
帥
党
書

九
ノ1、

悶
縫
故
経
生
必
千
人
。
分
務
経
訓
3

依
綴
蹄
字
。
援
之
凡
例
。
示
以
指
南
。
碁
年
分
筆
成
。
-
更
迭
共
右
者
十
人
。
毎
二
人
濃
縮
~
襲
。
知
繍
蛍

留
心
経
一
引
っ
精
力
品
不
正
勝
。
茶
慶
一
一
一
年
奉
移
書
架
常
州
。

m
m
以
続
々
之
役
。
鱗
堂
不
続
一
制
限
。
議
議
宗
伯
。
原
例
申
明
而
整
務
之
。
以
b
m
諸
君
子
c

復
延
合
弟
総
設
相
佑
n

持
川
諸
宗
伯
一
式
h
R

。

と
あ
り
つ

之
に
依
て
院
と
械
の
交
渉
の
稗
度
が
察
知
さ
れ
る
。
・
即
ち
鏑
堂
は
院
一
冗
の
下
に
あ

b
て
纂
特
の
事

K
A品
っ
た
事
と
思
は
れ
る
。

序
末
の
「
嘉
一
段
戊
午
夜
九
月
三
日
武
進
減
備
協
胸
骨
一
殻
於
断
嬰
使
院
才
一
税
対
郡
川
'
」
と
は
纂
訪
完
成
の
牛
と
み
て
良
い
っ

而
L
て
嘉
一
段
戊
午
は
嘉
康
三
年
で
ゐ

b
、
減
ト
庸
三
十
二
歳
の
時
比
ゐ
た
る
ο
(
清
代
通
史
・
清
代
愚
者
生
卒
・
及
共
著
述
表
に
お
る
V

而
し
で
院
元
一
二
十
五
歳
で
ゐ
る
。
阪
に
批
年
の
頃
の
斑
友
た

b
し
事
が
判
る
。

然
ら
ば
十
三
経
校
勘
の
事
業
は
何
時
頃
な
る
か
。
巌
元
服
の
爾
雅
匡
名
・
段
玉
裁
序
に
よ
る
と
次
の
如
く
克
え
て
ゐ
る
。

近
日
院
汁
討
議
中
泌
…
怨
繭
雄
校
勘
記
云
々
。

一
一
品
川
腹
八
年
五
月
。
金
援
段
玉
裁
一
。
金
日
於
姑
総
下
津
橋
朝
山
織
之
校
図
。

而
し
て
減
の
死
は
茶
腹
十
六
年
(
一
八
一
一
年
)
に
ゐ

b
。
従
て
雨
者
の
交
渉
は
減
の
晩
年
迄
絞
い
た
と
忠
は
れ
る

L
、
又
減
は
院
一
克
の
十
三
総

校
勘
の
編
料
に
司
は
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の

以
上
か
ら
判
断
す
る
時
、
仰
れ
嗣
者
の
聞
に
械
の
生
前
に
於
て
零
惚
本
に
関
す
る
交
渉
が
ゐ
っ
た
も
の
と
思
ば
れ
る
し
、
叉
之
を
院
が
爾
雅
の
校

勘
に
際
し
て
朋
ひ
た
も
の
と
仰
心
は
れ
る
つ



従
て
爾
者
の
参
考
し
た
零
惚
本
ば
先
づ
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
判
断
を
下
し
て
も
敢
て
論
理
の
飛
岡
崎
で
な
い
と
信
宇
る
。

三
、
東
漢
に
於
け
る
魯
詩
筆
授
R
X

の
一
班
と
繭
維
の
所
建

陳
氏
喬
縦
の
魯
詩
遺
誘
致
自
序
中
に
一
式
ふ
。

爾
雅
亦
魯
詩
之
島
↑
。
鴻
儒
謂
爾
雅
然
，
叔
孫
泊
所
体
。
叔
孫
一
泡
祢
人
也
。
賊
儲
側
主
奔
経
日
記
以
爾
雅
所
穣
詩
字
訓
議
鴛
魯
詩
。
充
而
有
徴
。
・

然
ら
ば
制
官
山
一
刊
と
爾
殺
の
関
係
ゐ
ι
云
々
す
る
な
ら
ば
必
然
的
に
叔
孫
、
治
に
つ
い
て
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

叔
孫
遇
の
爾
放
補
足
訟
の
所
撲
を
な
る
も
の
は
前
述
の
張
梓
の
上
賢
一
雅
表
に
あ
ち
は
れ
た
る

「
周
公
著

.m紘
一
倍
加
。
府
一
北
関
帝
劉
。
魯
人
叔
孫
通
撰
鐙
雄
記
c

文
不
透
古
」

の
所
設
及
び
陸
徳
明
の
経
一
地
(
耀
文
序
録
中
に
み
え
た
る

「
叔
孫
通
所
盆
・
・
・
・.• 
1

一

の
二
事
で
あ
る
。

漢
書
一
・
列
俸
同
十
一
二
巻
に
よ
れ
ば

「
双
孫
通
隣
人
也
。
思
日
灼
日
J

ザ
漠
春
秋
名
河
。
一
索
時
以
文
泉
。
徴
待
詔
博
士
0

・;・:」

と
あ
る
。

叔
孫
湿
の
事
統
及
魯
詩
授
受
に
つ
い
て
は
諜
残
念
乍
ら
研
究
資
料
に
か
き
明
採
に
さ
れ
ぬ
。
只
張
抹
の
品
一
一
口
出
相
営
信
を
置
い
て
良
い
ち
の
と
忠
ム
。

爾

雅

研

究

に

関

す

る

提

替

、

一

一

=

一

九

九



爾
雅
研
究
に
関
す
る
受
書
一
=
一
一

。。

清
儒
・
隙
誇
献
も

「
問
百
三
十
篤
之
記
。
第
之
者
劉
向
。
得
之
考
株
主
。
而
将
之
者
。
荒
叔
孫
浦
一
也
。
貌
張
梓
上
庭
雑
表
目
。
周
A
A
著
爾
雅
一
篇
。
変
腕
凡
帝
劉
。
魯

人
叔
孫
述
。
撰
置
総
記
0

・
究
不
透
古
c

遜
明
快
輯
鵡
記
。
此
其
穎
校
。
税
務
之
言
。
必
有
所
据
。
爾
雅
鴛
所
採
。
品
高
校
大
裁
細
胞
中
。
通
本
一
泰
博

士
。
親
見
古
籍
0

・
:
・
:
」
(
左
海
経
緯
伺
)

Lι

張
梓
の
補
足
設
を
肯
定
し
て
ゐ
る
。

或
は
又
今
文
郎
十
者
の
皮
錫
瑞
も
コ
一
疎
通
論
に
於
て
張
棒
読
を
左
詮
し
て
ゐ
る
。

制
川
記
然
叔
孫
渇
所
撲
。
設
払
川
見
於
張
拝
。
持
以
前
無
此
設
。
)
近
仏
川
透
明
於
陳
誇
放
寸
験
以
前
亦
無
此
説
。
誇
耕
一
弘
毅
勝
以
殻
刷
版
記
中
有
爾
紘
6

尤
骨
川
精
隊
。

以
上
の
如
〈
張
抹
の
所
訟
の
椛
資
慨
か
ち
叔
孫
遜
の
補
足
設
を
一
先
づ
信
じ
、
こ
の
見
地
か
ち
魯
詩
の
授
受
を
考
へ
て
見
る
。

陳
氏
選
投
考
に
よ
れ
ば

申
公
受
詩
於
浮
郎
伯
。
伯
者
桁
卿
門
人
也
。
捌
向
校
録
孫
卿
書
。
亦
云
浮
郎
伯
受
業
於
孫
卿
。
震
名
儒
o

是
申
公
之
忠
一
・
。
出
自
布
子
。

と
い
ふ
。

伽
廿
詩
と
椅
子
の
関
係
は
叉
必
然
的
に
荷
卿
を
中
心
と
し
て
賓
の
稜
下
波
風
ず
と
魯
詩
の
関
係
に
結
び
つ
く
o

内
藤
博
士
は
膝
一
斉
鰐
を
以
て
機
一
ト
波
間
ヤ
全
伎
の
嘆
の
所
認
と
し
た
が
こ
の
事
も
強
ち
附
舎
で
な
い
様
で
あ
る
o

(

内
藤
湖
南
博
士
研
幾
小
録
中
爾

雅
の
新
研
究
参
照
〉



更
比
四
伸
川
局
の
形
態
を
以
て
魯
詩
と
の
鈎
係
を
推
す
な
ら
ば
穣
訓
篇
ζ

そ
魯
詩
の
，解
離
書
と
一
政
て
良
い
。

3
す
れ
ば
ー
何
一
一
百
・
線
訓
雨
例
刷
所
産
の
目
的
と
窓
義
は
済
詩
よ
り
祢
詩
へ
と
移
動
す
る
過
程
粍
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
ぬ
か
っ

〔川一

〕

・

〔
説
二
〕

市
じ
て
浮
郎
伯
を
築
時
の
儒
生
と
し
、
・
申
公
を
波
高
の
時
代
ー
と
す
る
な
ら
ば
叔
孫
泡
は
奏
時
の
博
士
で
ゐ
b
、
ζ

の
聞
の
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(
1
〉
波
書
一
係
林
健
一
式
。
師
古
漢
書
集
一
任
引
服
皮
日
。
浮
郎
伯
湾
人
索
時
儒
生
。

(
2
〉
史
記
儒
林
侍
・
張
守
筋
E
義
参
照
。

阿
し
て
浮
勾
伯
と
叔
孫
滋
の
交
友
に
つ
い
て
色
何
ら
文
献
の
徴
す
べ
き
も
の
が
な
い
が
仰
、
若
し
二
人
の
問
に
詩
の
授
受
ゐ
b
と
せ
ん
か
。
浮
即
時

伯
は
荷
卿
の
門
人
た
る
以
上
波
下
の
流
を
汲
む
人
で
ゐ
b
、
こ
、
3
K
叔
孫
遇
と
魯
詳
の
関
係
は
勢
深
〈
な
っ
て
来
る
壮
一
口
で
ゐ
る
。

而
じ
で
す
、
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
叔
孫
通
の
刷
版
記
中
に
爾
雅
を
撰
置
し
た
と
い
ふ
問
題
で
ゐ
る
。
形
態
上
に
於
て
否
定
し
得
ぬ
関
係
を
見
出
す
。

邸
ち
乙
、
コ
に
般
記
中
に
繭
雑
tf
含
有
せ
、し
め
る
考
方
と
、
別
に
爾
維
中
に
緯
磁
一
篇
を
た
て
る
一
訟
の
二
つ
が
ゐ
b
得
る
。

こ
の
雨
訟
の
判
定
を
先
づ
鴻
さ
ね
ば
芯
ら
ぬ
。

な
る
程
一
見
、
後
者
の
訟
は
今
日
残
存
の
形
態
上
か
ら
す
る
な
ら
ば
占
ん
も
な
る
判
断
で
あ
る
。
さ
れ
E
何
れ
も
そ
の
疑
を
持
つ
部
分
(
例
:
:
:
稼

天
策
中
・
祭
名
・
蘇
武
・
路
族
)
は
後
代
補
入
の
部
分
で
あ
b
、
こ
の
訟
は
先
づ
根
据
が
薄
弱
で
あ
る
o

し
か
る
に
前
者
に
到
つ
て
は
相
常
信
用

す
べ
き
探
き
ょ
が
あ
る
。

卸
ち
武
逃
減
腐
の
経
義
雑
記
中
の
考
識
は
と
叔
孫
、
過
の
撰
町
一
民
柏
町
記
問
題
が
之
で
あ
る
。
こ
の
雨
読
本
よ

b
十
分
怒
る
縫
設
と
は
い
へ
ぬ
が
先
づ
今
日

調
雅
研
究
r
h
関
す
る
提
書
二
一
一
一

。



爾
雑
併
究
に
閥
す
る
曲
覚
書
『

一O
二

で
は
信
探
せ

F
る
を
得
ぬ
。
然
ら
ば
筆
者
は
十
μ
製
爾
殺
は
一
別
伺
の
る
の
に
し
て
、
叔
氏
の
補
足
と
同
時
に
柏
崎
記
中
に
補
入
せ
ら
れ
た
る
の
に
非
や

や
と
思
惟
す
る
。

的
ち
こ
の
問
題
は
叔
孫
通
一
仰
の
行
然
に
よ
る
と
制
一
新
し
た
い
の
で
ゐ
る
。
総
て
彼
以
外
の
見
る
と
こ
ろ
の
爾
雅
は
そ
の
ま
、
俸
は

b
、
以
て
今

日
の
如
き
も
の
と
な

b
、
M
Y
寸
叔
孫
渇
の
綿
入
し
た
も
の
は
時
代
と
共
に
再
ぷ
と

b
去
ら
れ
た
も
の
に
非
る
か
と
思
惟
す
る
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
叔
孫
、
議
果
し
て
魯
詩
を
以
て
家
摂
と
魚
ぜ
し
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。

一
}
一
家
の
社
刊
の
遺
設
の
分
類
方
法
一
に
未
だ
完
全
な
る
も
の
が
な
い
と
一
式
て
良
い
が
翠
に
彼
が
魯
人
な
る
理
由
を
以
て
魯
詩
を
補
し
だ
で
あ
ら
う
と
い

ふ
推
定
は
か
な
り
危
険
性
を
有
し
て
ゐ
る
。

-
双
孫
泡
そ
の
人
の
魯
一
詩
を
家
康
?
と
す
る
と
い
ふ
理
由
以
外
に
魯
詩
と
繭
殺
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ぬ
か
。
悲
し
魯
詩
を
以
て
予
夏
・
荷
予

の
系
統
ど
す
る
な
ら
ば
こ
〉
に
湾
事
左
犠
詩
息
・
と
の
関
係
を
如
何
に
み
る
か
と
い
ふ
問
題
が
お
こ
る
。

印
も
済
忠
一
-
と
魯
鳳
一
を
以
て
一
被
然
と
庖
別
し
得
る
と
い
ふ
喬
縦
の
考
は
来
し
て
磨
間
的
に
地
方
的
系
統
を
判
然
と
爾
分
し
得
る
る
の
で
あ
る
か
と
い

ふ
問
題
が
之
に
先
行
し
、
之
が
解
決
を
得
る
な
ら
ば
、
子
夏
の
徒
と
繭
雅
の
関
係
争
発
・
魯
の
矛
盾
と
解
様
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。
卸
ち
殉
魯

用
壌
を
時
代
的
相
典
、
を
、
京
、
と
し
た
派
壌
と
し
て
地
方
的
磁
別
を
叢
減
し
な
け
れ
ば
問
題
は
芯
い
の
で
ゐ
る
。
以
上
に
よ

b
筆
者
は
.
閑
雅
・
魯
詩
の

関
係
を
み
と
め

F
る
を
得
な
い
以
上
、
爾
維
の
製
作
を
子
支
・
祈
卿
迄
遡
ら
し
め
る
か
、
持
叉
指
向
詩
先
づ
表
へ
魯
詩
の
全
盛
時
代
の
所
産
と
み
た

ヤ
の
で
あ
J

る。



而
し
て
叔
孫
一
迎
の
問
題
は
車
K
砂
.
記
と
.
閥
砂
川
の
相
関
関
係
を
胤
(
へ
ん
と
す
る
も
の
で
叔
孫
通
が
魯
人
な
る
の
故
を
以
て
と
の
み
断
宇
る
の
は
早
鱗

で
あ
る
と
肱
ふ
ο

最
後
K
考
へ
る
べ
き
は
魯
詩
感
派
の
人
々
の
聞
に
如
何
な
る
程
度
迄
、
.
繭
雅
が
重
用
さ
れ
た
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
が
後
日
の
問
題
と
す
る
。

四
、
鄭
玄
の
評
雅
態
度

従
来
餅
玄
が
繭
維
を
見
て
層
、
た
か
に
つ
い
て
い
ろ
/
¥
問
題
が
あ
る
。

別
総
・
春
ん
日
大
宗
伯
の
貿
疏
の

爾
雅
一
式
。
北
川
側
諸
之
北
反
。
綿
一

m一疋
G

天
皇
北
一
民
耀
脱
室

<& 

ー
と
あ
る
を
以
て
す
れ
ば
彼
は
閑
雅
を
讃
ん
で
ゐ
た
は
勿
論
、
そ
の
一
応
酬
伴
も
あ
っ
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

み
ん
ち
院
元
は
之
を

此
鄭
注
文
耀
鈎
也
。
上
引
文
耀
可
説
。
悶
文
承
爾
雅
之
下
。
而
或
一
式
鄭
有
爾
雅
注
。
誤
読
此
三
疏
突
。
(
周
雄
校
勘
記
V

と
非
し
、
初
元
一
儀
は
北
海
=
一
孜
・
問
一
任
逃
孜
下
に
於
て

細
玩
貿
疏
。
其
義
自
明
。
鍬
別
無
明
文
。
此
疏
一
引
卸
明
文
実
。
叉
安
得
朝
間
鄭
君
未
注
爾
雅
耶
。

と
し
て
院
訟
を
駁
し
て
ゐ
る
。

が
筆
者
は
郷
玄
に
一
的
雅
一
位
の
あ
っ
た
と
す
る
訟
に
左
祖
し
た
い
。
且
そ
の
築
詩
に
於
て
色
爾
殺
を
採
用
し
た
こ
と
を
認
め
る
一
人
で
ゐ
る
。
従
て

鄭
玄
の
他
経
〈
三
総
・
周
易
・
術
書
・
論
語
・
孝
経
)
注
K-る
仰
向
然
ζ

の
影
響
を
み
を
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

爾
一
雅
研
究
じ
闘
す
忍
健
審
二
三

一0
2



爾
雅
研
究
仁
闘
す
る
朗
覚
書
ふ

}
O
四

只
詩
集
の
場
合
殺
文
を
引
い
た
か
魯
詩
を
引
い
た
か
は
明
瞭
K
前
一別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
結
局
同
一
の
問
題
に
跨
趨
す
る
と
し
て
も
方
法
論
に
於

て
分
岐
す
る
。

以
上
の
俄
設
の
下
に
筆
者
は
次
の
論
旨
を
す
¥
』
ゆ
行
か
ふ
と
忠
ふ
。
然
ら
ば
邸
玄
が
爾
雅
そ
の
・
も
の
を
如
何
に
考
へ
た
か
。
而
し
て
又
、
之
を
如

何
な
る
程
度
迄
彼
の
諸
経
一
訟
の
注
文
中
に
引
用
せ
し
か
c

今
次
の
順
序
を
以
て
こ
の
問
題
を
取
扱
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
毛
詩
郷
袋
と
雅
文

、
柏
崎
記
郷
注
と
雅
文

、
儀
柏
崎
郷
注

k
雅
文

問
、
周
磁
鱗
注
I
F
『
砂
川
文へ

間
川
日
切
郷
注
と
雅
文

一
角
書
締
注
と
雅
文

五
可
伽
明
氏
扶
堂
白
所
牧
ム
一
論
語
鄭
注
と
砕
作
文

'f
孝
経
鄭
注
と
砕
作
文

一
、
毛
詩
郷
護
と
雅
文

抑
主
閣
総
の
蓄
に
る
や
糠
詩
解
詩
の
一
円
子
書
た
る
こ
と
は
免
れ
得
な
い
一品
質
で
ゐ
る
。
而
し
て
爾
欣
を
郷
玄
は
如
何
に
解
一
一刊
の
上
に
府
ぴ
に
で

め
ら
う
か
。



鯨
築
の
中
に
務
総
臼
と
し
て
引
用
し
た
倒
所
は
筆
者
の
調
去
し
た
所
、
一
つ
る
見
営
ら
ぬ
。
但
し
殺
詰
・
鶴
一
一
一
一
口
・
韓
関
篇
等
の
今
磁
穐
の
経
文
と

一
合
致
す
る
る
の
は
大
憾
に
於
て
一
宇
の
解
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
一
百
三
十
有
絵
。
匂
の
解
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
十
二
訟

E
教
へ
ら
れ
る
。

部
ち
襲
者
の
例
と
し
て
は
一
的
殺
本
来
の
口
ハ
口
也
の
形
式
を
と
る
。

谷
風
:
:
:
続
決
深
尖
。
方
之
舟
之
。
都
議
方
消
也
。
(
総
一
一
一
口
)
後
者
の
例
と
し
て
は
、

@

@

9

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

@

 

由
説
十
周
人
:
:
:
駕
鷲
在
梁
。
域
共
左
翼
。
郊
箆
防
局
之
雌
雄
不
可
加
者
。
以
翼
右
掩
友
雄
。
左
掩
右
峰
。
(
穣
烏
)

桑
桑
a
f
e
-
-
:
:
:
一
大
降
喪
乱
。
減
我
立
王
。
降
此
話
、
娘
。
稼
稀
卒
痔
。
都
議
お
食
市
根
田
一
議
。
食
部
日
減
。
〈
機
設
)

の
如
き
形
式
を
と
る
。

彼
の
挑
鶏
が
新
製
僚
経
考
に
い
み
じ
く
ち
一
再
へ
る
。

爾
殺
訓
ド
話
以
側
伴
毛
詩
府
門
白
魚
、
子
。
耀
山
知
有
五
獄
輿
周
官
合
。
輿
発
典
間
持
。
津
地
九
州
輿
高
実
異
。
興
局
宮
路
向
。
襟
紫
輿
周
官
大
可
薬
会
。

の
天
輿
王
制
兵
。
祭
名
問
問
王
制
異
。
輿
毛
詩
周
官
任
。

の
事
震
を
悲
し
一
一
一
千
年
の
十
u
k
於
て
鄭
玄
は
顕
現
し
て
ゐ
る
も
の
と
一
式
ひ
得
る
。

特
に
磯
部
の
形
式
が
穣
詩
の
ゑ
の
鮮
輩
出
形
式
に
非
十
と
し
て
は
理
解
し
得
な
い
黙
か
ら
み
て
も
鄭
玄
の
詩
集
一
を
草
す
る
や
、
之
を
多
分
に
参
照
し

に
で
あ
ら
う
こ
と
は
想
像
に
戦
く
な
い
。
市
し
て
モ
俸
と
制
御
護
の
解
穫
の
上
で
相
注
す
る
所
を
鄭
が
滞
雅
に
依
て
明
快
に
解
決
せ
る
例
を
見
る
に

於
て
偶
然
b
で
あ
る
。

周
顔
。
清
踊
「
業
文
之
徳
。
野
越
在
天
」

毛
俸
(
販
、
長
也
〉

欝
球
研
究
に
開
削
す
る
援
審
}
二
一
一

一O
五



解
雄
一碗
先
に
関
す
る
畳
番
一二一一

鄭
築
〈
駿
、
大
也
〉
(
穣
詩
篇
〉

。

雅
文
vye}

鄭
箆
の
関
係
は
以
上
の
如
く
、
鄭
そ
の
人
の
穣
詩
上
の
態
度
か
ら
文
、
爾
雅
そ
の
る
の
に
針
す
る
彼
の
償
値
批
判
の
問
題
を
後
行
し
て
来

る。

二
、
藤
詑
鄭
注
と
雅
文

総
記
一
征
陀
見
ら
れ
る
郷
の
引

-m雅
文
の
例
に
就
い
て
は
援
弓
上
の

天
子
持
問
草
。
水
兇
革
枝
被
之
。
共
厚
一
ご
す
。
弛
桜
り

蜘
伸
鄭
注
「
所
制
問
料
棺
也
℃
爾
雄
日
椴
弛
」
(
穣
品
一
同
〉
の
ベ
閣
総
日
」

L
」
明
言
せ
る
例
は
踏
記
鄭
一
任
の
他
の
部
A
A
で
見
ら
れ
な
い
例
で
あ
る
。
而
し
て

月
令
の

「
~泳
方
疲
れ
水
津
腹
路
一
。
命
取
流
」

φ
郷、注

「
此
月
日
在
北
陸
。
涼
竪
厚
之
時
也
。
北
陸
諮
厳
也
」

が
翻
仰
天
篇
の
引
交
で
あ
ち
、
叉
一
:
製
記
」
中
の

「
古
之
数
者
家
有
勢
。
議
有
庫
。
術
有
序
。
関
有
島
一
亡

J
J
P

の
「
門
側
之
賞
。
務
之
航
路
」
の
剣
一訟
が
燦
官
儲
加
の
引
文
で
ゐ
る
こ
と
等
は
鄭
の
時
代
と
爾
殺
の
形
態
に
針
す
る
時
代
的
考
設
の
一
論
据
と
な
b
得

る

k
mふ。

部
ち
換
点
一
目
す
れ
ば
襟
一
六
・
織
宮
の
二
篇
は
少
く
を
と
も
制
御
玄
の
時
代
に
は
編
成
さ
れ
て
ゐ
仁
こ
と
を
詮
し
得
る
。
後
儒
む
紡
成
訟
に
謝
し
て
一
示
唆



と
蕊
ふ
。
更
に
線
、
記
中
の
引
詩
に
際
し
て
鄭
友
が
議
滋
φ
文
を
N

似
て
数
せ
る
部
分
の
多
い
の
は
詩
と
殺
の
関
係
争
}
菜
づ
け
る

も
わ
と
思
ふ
。
次
比
一
一
一
磁
の
中
犠
般
制
御
訟
に
続
い
て
考
へ
で
み
る
こ
と
¥
J

す
る
。

を
あ
た
へ
た
も

一
一
一
、
儀
雄
鄭
注
?
と
雅
文

ふ
し
抱
強
「
士
一
人
玄
織
僚
辞
。
立
子
件
潜
下
。
遼
東
序
回
国
」

の
鄭
注
「
来
四
縮
。
調
籾
之
序
」
〈
…
臨
時
宮
文
〉

叉
「
孝
友
時
格
。
永
乃
保
之
」
の
鄭
注
「
養
父
母
然
善
。
諮
問
兄
弟
魚
友
」
〈
鰹
斜
文
)
、
叉
同
じ
く
士
民
総
叶
奨
鮭
升
左
肩
:
:
:
ー
一
の
鄭
注
「
肉
謂

之
奨
」
(
穣
器
文
〉
、
「
佼
食
無
事
別
山
内
戸
負
依
南
商
」
の
「
戸
線
之
問
。
謂
之
震
」
の
鄭
注
(
臨
神
宮
文
)
等
宇
佐
散
見
し
た
丈
で
も
践
に
艶
す
る
鰐
註

D
上

ι鄭
玄
が
爾
維
の
後
ル
ナ
倍
加
の
各
諸
儲
胸
中
よ

b
引
用
し
て
ゐ
る
こ
主
が
見
込
れ
る
。

隠
し
て
儀
一
般
に
於
て
は
躍
記
の
場
合
と
同
じ
く
「
爾
雄
日
」
と
明
言
し
て
ゐ
る
場
所
が
只
一
偶
所
D
み
見
ら
れ
る
の
み
で
み
る
。

中
骨
窃
徹
:
:
:
務
雄
日
。
繰
叉
祭
也
。
(
腕
伴
夫
議
ν

問
、
関
川
鵡
鄭
注
、
.sc
雅
文

続
勝
潟
緩
考
の
筆
者
に
従
へ
ば
爾
維
は
一
克
主
穣
湾
総
の
意
磁
と
目
的
を
持
つ
宇
話
番
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
こ
の
用
者
の
関
係
は
釦
釘
。
部
も
こ
の

局
鰭
郷
訟
中
に
て
は
裕
雄
日
と
明
言

る
も
の
が
六
個
所
の
多
き
に
見
ち
れ
る
の
で
あ
る
。

ハ一

v
天
宮
家
宰
「
乃
立
天
官
家
容
。
使
締
呉
額
制
」
の
務
難
民
、
家
大
也
(
懇
話
篤
〉

爾
雑
務
詫

ι闘
す
る
副
党
勢

一O
七



一O
八

合
一
〉
食
欝
「
凡
曾
勝
之
笠
。
牛
笠
松
。
羊
笠
黍
。
家
笠
殺
。
犬
宏
一
梁
。
際
笠
姿
。
魚
笠
京
l

一
の
爾
雅
日
「
稔
裕
也
」
(
穣
草
篇
)

解
雅
研
究
に
駒
慨
す

〈
一
一
一
)
天
{
民
家
宰
下
。
襟
麗
「
一
一
母
大
探
大
一
数
、
中
ド
土
問
一
久
。
下
士
八
人
。
府
二
人
。
史
四
人

(
問
)
務
官
{
一
部
伯
e

良
人
「
馬
八
尺
以
上
潟
龍
。
七
尺
以
上
一
匁
跡
的
。
六
尺
以
上
佐
川
島
」
の
鄭
注
「
，
爾
旅
田
隊
牝
鰍
腕
牡
。
玄
駒
。
馬
衣
駿
(
耀
苔
篤
)

(
五
)
秋
官
司
港
第
五
「
淳
氏
下
士
二
人
。
徒
八
人
」
の
郷
注
二
陥
雑
日
。
十
汗
焼
。
業
大
者
薮
」
(
穣
平
篇
〉

.

0

一
の
鄭
注
「
商
雅
有
八
薮
(
幾
山
篇
)

(
六
)
秋
宮
司
冠
下
「
口
一
一
一
叫
四
方
邦
問
。
及
北
〈
都
部
。
達
子
四
海
。
」
「
務
雅
目
。
九
夷
八
畿
六
戎
五
狭
謂
之
四
海
」
(
臨
時
地
篇
)

の
問
題
か
ら
磁
文
ど
周
般
の
間
関
係
の
比
絞
を
銭
す
必
要
が
あ
る
。

「J
鴎
枚
目
」
の
問
題
を
如
何
に
考
へ
る
か
。
鄭
司
選
設
中
に
「
溺
雄
日
」
と
明
言
せ
る
例
は
多
、
?
の
る
の
よ
b
見
れ
ば
前
述
の
六
例
一
色
こ
の
範
様

に
入
れ
る
べ
き
で
ゐ
ち
う
か
。
俄
し
あ
ま

b
に
臆
断
す
ぎ
る
嫌
な
き
か
へ
1
ζ

ま
れ
残
さ
れ
た
問
題
の
一
で
ゐ
る
。

五
、
郵
氏
秩
番
所
牧
の
諸
経
鄭
注
ま
雅
文

偽
書
@
高
賞
「
沈
潜
'
成
道
い

の
孔
疏
に
i

本
づ
け
ば
次
の
鄭
注
が
引
用
さ
れ
得
b
。

溺
雅
水
自
江
出
翁
沈
。
漠
別
銭
潜
。

部
ち
一
防
雅
と
明
言
せ
る
引
用
文
で
あ
る
。

叉
周
易
・
下
経
・
損
卦
・
六
五
一
3

或
盆
之
十
朋
之
錨
'
一
の
鄭
注
を
疏
中
よ

b
引
用
す
れ
ば

務
紘
一
式
。
十
mm之
総
者
「
一
回
一
例
範
℃
一
一
間
接
鎚
。
一
一
一
日
銭
組
。
四
日
資
総
。
五
日
文
総
。
六
日
笈
籍
。
七
日
山
箱
。
八
日
揮
錯
。
九
日
水
議
。



十
日
大
和
明
」

と
み
ゆ
。

0

0

0

0

0

 

充
も
今
の
磁
雅
・
様
魚
篇
に
は
十
mm
之
識
者
の
五
字
を
快
〈
。
鄭
注
と
今
爾
維
の
時
代
的
差
簡
は
こ
の
五
字
を
川
内
向
き
し
た
と
み
ら
る
〉
が
こ
の

問
題
よ

b
も
鄭
所
見
の
鰹
魚
篇
の
方
が
今
雨
玲
よ
り
ι完
備
の
形
式
を
も
っ
と
い
ふ
矛
活
を
見
出
し
得
苓
わ
け
で
あ
る
。

V
A

、
論
諮
問
般
市
篇

第
一
心

色、

ん
ゲ
如
切
知
礎
。
如
琢
如
擦
ん
ゲ

の
郷
注
h

ゲ
骨
日
切
。
象
的
後
一
。
玉
田
琢
。
石
日
際
A
V
e
r

樺
器
篇
の
ん
グ
金
謂
之
銭
。
木
誤
之
刻
。
骨
謂
之
切
。
象
諮
之
破
。
玉
謂
之
琢
。
石
謂
之
蹴
問
。

の
引
用
と
す
る
は
安
営
か
否
か
も
界
易
に
決
し
が
た
い
。

以
上
府
民
旬
。
偽
書
・
論
語
・
孝
経
の
諸
経
鄭
注
に
引
用
さ
れ
た
と
考
へ
と
J

る
〉
雅
文
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
毛
詩
・
強
記
作
儀
陸
場
周
一
磁
に
於

げ
る
鮮
注
の
雅
文
の
引
用
匂
と
比
絞
す
る
時
は
、
は
る
か
に
数
に
於
て
少
い
。

市
し
て
鄭
そ
の
人
の
溺
削
減
に
釘
す
る
考
へ
方
は
依
然
と
し
て
殺
は
穣
詩
の
一
小
内
申
書
一
た
る
の
概
念
に
す
ぎ
ぬ
も
の
之
思
惟
さ
れ
る
。
但
、
南
雄
の

古
型
殺
は
鰹
誇
の
鈴
の
ち
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
字
詰
解
書
の
最
古
の
型
式
を
持
つ
務
自
の
存
在
使
龍
を
持
っ
と
こ
ろ
の
字
義
書
一
で
あ
る
。
そ
れ

が
補
綴
さ
れ
培
稀
補
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
に
於
て
モ
詩
撃
者
に
依
で
一
の
穣
詩
書
と
し
て
思
惟
さ
れ
改
築
さ
れ
た
も
の
と
考
察
す
る
。

一
期
し
て
鄭
玄
そ
の
人
の
考
へ
方
は
穣
詩
の
潟
に
存
柱
債
飽
を
認
め
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

端
情
諜
研
指

る謙一番一二一一

一O
九



制
蹴
一
雄
研
究
に
協
す
る
臨
覚
書

附
記

一一
O

繍
戦
委
員
に
乞
ば
れ
る
ま
〉
に
心
な
ら
十
る
貴
重
な
交
を
浪
費
し
た
一
事
を
お
花
び
申
上
げ
る
。
右
は
小
生
卒
業
論
文
作
製
定
時
の
札
記
中
よ

b

抄
録
L
た
る
二
三
の
附
加
害
で
あ
る
。
(
寅
誌
)

昭
和
七
六
年
九
月
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